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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成２０年　５月　１日　(木)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　田村　広恵　　記録者　スバベイ　真理子　

	小向
	佐々木
	月舘
	スバベイ
	松沢
	清川
	田村
	藤田
	橘
	阿部
	中野
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	業務
	欠勤
	○
	○
	準夜
	公休
	○
	○
	公休
	欠勤
	留守

	相間野
	本川
	川守田
	田ノ上
	沢上
	福士
	板橋
	高橋
	庭田
	三和
	山地
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	深夜
	○
	深夜
	留守
	公休
	公休
	深夜
	留守
	準夜
	公休
	公休

	石岡
	廣瀬
	吉田
	諏訪
	盛田
	高曽
	前田
	天間
	田中
	松山
	
	

	準夜
	業務
	留守
	業務
	業務
	公休
	公休
	学校
	業務
	公休
	
	


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 昨日行われた部署懇談会の個人負担額は、2500円となりました。5月9日までに小向

ＳＧＭへ払って下さい。

· 各自、受け持ち患者様2月分のカルテを再確認しましょう。その後、5月10日までに外してＢユニットスタッフオフィス内のボックスへ入れて下さい。　

· 下沢食品のパンフレットが約50部きています。栄養補助食品が記載されています。栄養状態不良の患者様へ使用して下さい。

　　　　

＜患者様連絡＞

・吉田　寿雄様～ノボリン30Ｒ１本処方となっています。

· 古川　徳一様～昨夜、37度代の発熱見られました。水分摂取量や衣類、クーリングに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

て経過観察し、解熱しています。現在、他の咳・鼻汁等風邪症状出現はありません。

　　　　　　　　主治医指示にて、本日昼より5月5日朝までクラビット（100）3Ｔ　3×1　4日分臨時薬処方となっています。症状の変化に注意し観察していきましょう。　

· 三浦　ツマ様～４月30日16時20分、トイレ誘導時に下腹部から陰部に内出血あり。　　　　

　　　　　　　　　主治医診察し、その後至急採血等の指示あり。

◎　部位・・下腹部から陰部にかけて

◎　症状・・内出血、疼痛表情はない。体温37.1℃　他バイタル異常はない。臍下部は楕円形で黒色となっている。

◎　指示・・１）１時間毎のバイタル測定

　　　　　　２）体温38.0℃以上、脈拍100回／分以上、収縮期血圧100㎜Ｈｇ以下の時はＤｒへ連絡する。

　　　　　　３）定期薬4月30日昼で止めとなり、内服薬調整する。

　　　　　　　　ツムラ抑肝散　3Ｐ　3×１　7日分臨時処方あり。

　　　　　　４）至急採血の結果、緊急値はない為、様子観察との事。

　　　　　　５）5月１日、小坂医師診察して頂くこと

　　　　　　６）内出血拡大等、症状の変化に注意し観察する。

　　　　　　７）5月１日早朝尿検査

· 本日、小坂Ｄｒ診察にて打撲の可能性があるとの事です。現在は、著しい症状悪化やバイタル異常なく経過しています。今後の対策をカンファレンスにて話し合っています。

◎　スタッフ間の情報交換を密に行い、声掛けし合う。

◎　患者様だけに限らずスタッフの所在確認をし、まんべんなくスタッフが配置でき、

　　患者様を全体的に把握できるようにする。

◎　特に、転倒等リスクの高い患者様に対しては、見守りを強化する。

◎　環境整備を常に習慣化し実践していく。

◎　スタッフ一人一人が、それぞれの患者様を把握し、予測される危機に対しての認識を高めていく。







